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（１）事業の目的

１．事業の概要
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・深川・留萌自動車道は、深川市を起点とし、秩父別町、沼田町、北竜町を経由して留萌市に至
る北海道で初めて全線が開通した高規格道路。

・幌糠留萌道路は、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、地域間
交流の活性化及び重要港湾留萌港への物流の効率化等の支援を目的とした事業。

■位置図 ■事業概要図
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①起点

終点

②計画延長

③幅員

④構造規格

⑤設計速度

⑥車線

⑦事業主体

（２）計画の概要

１．事業の概要

■横断図
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‥‥北海道留萌市大字留萌村字幌糠

‥‥北海道留萌市堀川町

‥‥１３.０ｋｍ

‥‥１２．０ｍ

‥‥１種３級

‥‥８０ｋｍ/ｈ

‥‥暫定２車線

‥‥北海道開発局

ほ っ か い ど う る も い る も い む ら ほろぬか

ほっ か いどう る もい ほりかわちょう

（暫定２車線）
（単位：ｍ）



１．事業の概要
（３）経緯
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平成 8年度 事業化

平成12年度 用地補償着手

工事着手

平成17年度 事業再評価

平成22年度 事業再評価

平成24年度 開通 L=8.9ｋｍ

平成25年度 事業再評価

平成28年度 事業再評価

令和元年度 開通 L=4.1km

事業完了

写真：留萌開発建設部（R2.3撮影）

■開通後■開通前（現道）

写真：留萌開発建設部（H24.9撮影）

：写真撮影箇所



[高速道路ネットワークの整備状況］

・平成１０年 ４月 深川・留萌自動車道
深川ＪＣＴ～深川西ＩＣ開通

・平成１０年 ７月 深川・留萌自動車道
深川西ＩＣ～秩父別ＩＣ開通

・平成１５年 ７月 深川・留萌自動車道
秩父別ＩＣ～沼田ＩＣ開通

・平成１７年 ３月 深川・留萌自動車道
沼田ＩＣ～北竜ひまわりＩＣ開通

・平成１８年１１月 深川・留萌自動車道
北竜ひまわりＩＣ～留萌幌糠ＩＣ開通

・平成２５年 ３月 深川・留萌自動車道
留萌幌糠ＩＣ～留萌大和田ＩＣ開通

・令和 ２年 ３月 深川・留萌自動車道
留萌大和田ＩＣ～留萌ＩＣ開通

[その他］

・平成１６年 ７月 「ゴールドビーチるもい」全面オープン
・平成１９年 ３月 「留萌港三泊地区」－１２ｍ岸壁

運用開始
・平成２３年１１月 「留萌港（原木）」拠点化形成促進港

選定
・平成２７年 ４月 「おびら鰊番屋」リニューアルオープン
・平成２８年 ５月 「船場公園」オープン
・令和 ２年 ７月 「道の駅るもい」オープン
・令和 ４年 ４月 屋内交流・遊戯施設「ちゃいるも」

オープン
・令和 ５年 ４月 「ＪＲ留萌本線石狩沼田-留萌間」廃線
・令和 ６年 ９月 「留萌市新交流複合施設整備基本構想」

策定

２．社会経済情勢の変化
（１）事業周辺地域の状況

■周辺環境の変化
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平成25年3月
開通

令和2年3月
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船場公園 当麻町

写真：留萌開発建設部

写真：留萌開発建設部

平成16年7月
「ゴールデンビーチるもい」

全面オープン

写真：留萌開発建設部

平成28年5月

「船場公園」オープン

令和5年4月

「JR留萌本線
石狩沼田-留萌間」廃線

写真：留萌開発建設部

令和2年7月

「道の駅るもい」オープン

令和4年4月

屋内交流・遊戯施設
「ちゃいるも」オープン

令和6年9月

「留萌市新交流複合施設
整備基本構想」策定

平成27年4月

「おびら鰊番屋」
リニューアルオープン

写真：留萌開発建設部

平成19年3月
「留萌港三泊地区」

－12ｍ岸壁運用開始

平成23年11月
「留萌港（原木）」
拠点化形成促進港選定

写真：留萌開発建設部
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写真：留萌開発建設部

平成10年4月
開通

秩父別IC



・当該事業区間の整備後の自動車交通量は、現道と当該道路を合わせて6,949台／日。

・当該事業区間の整備により交通転換が図られ、走行性が向上。

【整備前後の交通量及び旅行速度】

（１）交通量及び旅行速度の状況

３．事業の効果の発現状況

7

出典：整備前 交通量 ：交通量観測箇所の交通データ（H22）
旅行速度：全国道路・街路交通情勢調査（H22）

整備後 交通量 ：交通量観測箇所の交通データ（R3）
旅行速度：全国道路・街路交通情勢調査（R3）

※本グラフの旅行速度とは、一般的に交通量が多くなる朝夕の時間帯の平均走行速度を示す。
（本資料で表示する「ピーク時旅行速度」と同義）
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現道 幌糠留萌道路

※整備前はH21～H23平均
※整備後はR2～R4平均

（２）交通事故の状況

３．事業の効果の発現状況

・事業区間における整備前後の事故率は、整備前の21.8件／億台ｋｍから現道が8.7件／億台ｋｍと約６
割減少、 当該道路は3.4件／億台ｋｍ。

【整備前後の事故率】
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算出方法： （公財）交通事故総合分析センターのデータを基に、

事業区間における整備前後３年間の平均事故率を算出

約６割減少



（３）事業効果の確認

３．事業の効果の発現状況

事後評価にて確認した主な整備効果

・主要都市間の利便性向上

・重要港湾の利便性向上

・農産品の流通利便性向上

・救急搬送の安定性向上

・観光地への利便性向上

・ “音楽合宿のマチ”留萌市への利便性向上

9



121分

88分

79分

134分

97分

86分

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

３．事業の効果の発現状況

・当該道路は、深川・留萌自動車道の一部を構成し、地方生活圏中心都市である留萌市、旭川市、
札幌市との連絡機能を強化。

・当該道路を含む深川・留萌自動車道の全線開通により、留萌市と旭川市間の所要時間が約40分
短縮されるなど主要都市間の利便性が向上。

（３）事業効果の確認（主要都市間の利便性向上）

※所要時間データは留萌市役所～旭川市役所間の所要時間
※地域別に、冬期と夏期の平均旅行速度を算出し、高規格道路と一般道路の

低減率をそれぞれ算出した。（プローブデータを基に、令和3年4月～令和
6年3月の冬期12月～3月と夏期4月～11月の旅行速度を比較して算出）

算出根拠：全国道路・街路交通情勢調査（全線未整備：平成6年度、幌糠留
萌道路整備前・整備後：令和3年度）により算出

■地方生活圏中心都市の状況

【幌糠留萌道路 整備後】
留萌港線-国道231号-国道232号-深川・留萌自動車
道（留萌IC-深川JCT）-道央自動車道（深川JCT-旭
川鷹栖IC）-旭川鷹栖ｲﾝﾀｰ線-国道12号
-近文停車場緑町線-近文停車場線-国道40号

【幌糠留萌道路 整備前】
留萌港線-国道231号-国道233号-深川・留萌自動車
道（留萌幌糠IC-深川JCT）-道央自動車道（深川
JCT-旭川鷹栖IC）-旭川鷹栖ｲﾝﾀｰ線-国道12号
-近文停車場緑町線-近文停車場線-国道40号

【全線未整備】
留萌港線-国道231号-国道233号-国道12号

-国道40号

【留萌市～旭川市間の所要時間の変化】

・人口････････････ 324,186人
・公共施設････････ 33箇所
・学校････････････ 150校
・医療施設････････ 423施設
・大規模小売店舗･･ 81店
・社会福祉施設････ 439箇所

旭川市

深川・留萌自動車道

33分短縮

42分短縮

37分短縮

48分短縮

幌糠留萌道路

L=13.0㎞
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資料：住民基本台帳（R5.1）
公共施設状況調査（R3.3）
学校基本調査（R4.5）
北海道保健統計年報（R4.10）
全国大型小売店総覧（2023）
社会福祉施設等調査（R4.10）

旭川市
留萌市

所要時間：121分

所要時間(冬期)：134分

所要時間：121分

所要時間(冬期)：134分

所要時間：121分

所要時間(冬期)：134分

全線未整備

・人口････････････ 19,161人
・公共施設････････ 9箇所
・学校････････････ 14校
・医療施設････････ 30施設
・大規模小売店舗･･ 8店
・社会福祉施設････ 18箇所

深川市

所要時間：88分

所要時間(冬期)：97分

所要時間：88分

所要時間(冬期)：97分

所要時間：88分

所要時間(冬期)：97分

整備前

所要時間：79分

所要時間(冬期)：86分

所要時間：79分

所要時間(冬期)：86分

所要時間：79分

所要時間(冬期)：86分

整備後

・人口････････････ 1,959,512人
・公共施設････････ 61箇所
・学校････････････ 659校
・医療施設････････ 2,837施設
・大規模小売店舗･･ 351店
・社会福祉施設････ 1,467箇所

札幌市

・人口････････････ 19,234人
・公共施設････････ 2箇所
・学校････････････ 10校
・医療施設････････ 29施設
・大規模小売店舗･･ 4店
・社会福祉施設････ 18箇所

留萌市



134分
97分

86分

0分

30分

60分

90分

120分

150分

全線

未整備

幌糠IC

開通

幌糠留萌

道路開通

３．事業の効果の発現状況
（３）事業効果の確認（重要港湾の利便性向上）
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【留萌市～旭川市間の
所要時間の変化（冬期）】

資料：全国道路・街路交通情勢調査
（全線未整備：平成６年度、

その他：令和３年度）

留萌市からの
所要時間が短縮

セメント

11.4万t

16.0%

重油

6.2万t
8.7%

その他

4.6万t

6.5%

移入貨物量

７１万ｔ

【旭川市内ガソリンスタンド
のガソリン入荷先】

資料：留萌開発建設部調べ（R6.4現在）資料：R5年度留萌市統計書

【留萌港の移入品目構成比】

石油製品
49.0万ｔ
68.7%

約７割が
石油製品

旭川市内の

ガソリン

スタンド

N=76件

留萌港
52件
68.4%

苫小牧港
24件
31.6%

約７割が留萌
からの入荷

【令和６年４月トラックドライバー労働時間規制下のガソリン輸送状況】

134分 134分 134分 134分

86分 86分 86分 86分

１日に２往復
の輸送が可能

資料：全国道路・街路交通情勢調査（一般道通行：平成６年度、高規格道路通行：令和３年度）
石油製品油槽所ヒアリング（留萌港作業：30分 旭川市内GS作業：40分）

・北海道の第２の都市である旭川市の約７割のガソリンスタンドは留萌港を経由して供給。
・深川・留萌自動車道の整備により、留萌港から旭川市への所要時間が短縮され、冬期間におい
ても留萌港から旭川市間の１日２往復の輸送が可能となり、流通の利便性向上に寄与。

・令和６年４月からの労働時間規制下においても輸送の維持が可能となっており、安定的な輸送
に貢献。

■石油製品の輸送状況

油槽所
（留萌港）

旭川市内
ガソリンスタンド

深川・留萌自動車道

幌糠留萌道路

L=13.0㎞

秩父別IC

深川西IC

深川JCT
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凡　　　例

一般国道自動車専用道路

高速自動車国道

一般国道

主要道道

開通区間

開通区間

石油製品
輸送ルート

■地域の声（R6.9 石油製品油槽所長）

・油槽所で積み込みに要する時間は20～30分程度、留萌港か
ら旭川市内ガソリンスタンドまでの輸送時間は、一般道で
120分、高規格道路で90分程度です。

・荷卸しの時間は、灯油の多い冬期の場合は40分、ガソリン
では１時間を要します。

・深川・留萌自動車道は、当油槽所から旭川までの配送時間
を短縮させており、冬期に当油槽所～旭川間を２回転して
も令和６年度の労務管理の制限内で輸送の維持が可能です。

・深川・留萌自動車道は、旭川市のエネルギー供給に役立っ
ている高規格道路であると実感しています。
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道内単価
40円

道外単価
200円

１時間
の短縮

60分
短縮

３．事業の効果の発現状況
（３）事業効果の確認（農産品の流通利便性向上）

千葉

7.8%

茨城

6.6%

群馬

6.0%

山梨

4.1%

その他

31.2%

■とうもろこしの輸送状況

増毛町

留萌市

小平町

275

231

232

苫前町

札幌市

集荷

留萌中部産
とうもろこしは
札幌に出荷

千歳から
輸送事業者が集荷

【開通前】

千歳市

苫前までは
集荷不可

資料：全国道路・街路交通情勢調査
（未整備：平成６年度、全線開通：令和３年度）

※千歳市輸送事業者から苫前農協までの移動時間 資料：るもい農業協同組合ヒアリング

近年で過去最高北海道の出荷量は
約４割を占める

令和４年
とうもろこし
全国出荷量
172,600ｔ

資料：るもい農業協同組合苫前支所資料：令和4年作物統計

YES！cleanのマークは、有機物肥料を使った健康な土づくりをおこない、化学

肥料や農薬の使用を必要最小限に抑え、環境と安全安心に配慮した農産物の証し。

YES！clean マークとは

地域全体の生産
とうもろこしで
YES!cleanに
認証されたのは

苫前町と羽幌町だけ

【全国のとうもろこしシェア】
【苫前町のとうもろこし生産推移】

【集荷の所要時間の比較】
（千歳市～苫前農協）

【留萌ICの集荷圏域と出荷状況】

増毛町

留萌市

小平町 275

231

苫前町

輸送時間短縮により
道外にも出荷可能

函館港

留
萌
IC
留
萌
大
和
田
IC

232

千歳市

⇒販売数が少ないため
高単価で販売

【開通後】

東京・名古屋へ

集荷全線開通により
留萌中部まで
集荷可能に

12

集荷既存地域

集荷拡大地域

凡 例

北海道
44.2%

0.5

凡 例

集荷・回送
ルート

出荷ルート

留
萌
幌
糠
IC

深川・留萌自動車道

幌糠留萌道路
L=13.0㎞

【留萌管内とうもろこしの出荷先の変化】

９割が道外へ
出荷

Ｒ

猛暑により
生産量減少

：単価

■地域の声（R4.1 るもい農業協同組合職員）

・留萌ICが開通したことで、輸送時間が短縮し、苫前まで集荷が可能となりました。

・軟弱野菜のとうもろこしは、長距離輸送では鮮度の維持が困難のため、道外に出荷
できませんでしたが、深川・留萌自動車道の全線開通をきっかけに、冷蔵トレー
ラーにより、令和3年度から関東を経由して名古屋まで出荷しています。

留萌IC開通
（道外への出荷開始）

札幌市

・留萌管内の農協では、深川・留萌自動車道の全線開通前は、道外への輸送制約により札幌市場
等へ出荷。

・当該道路を含む深川・留萌自動車道の整備により、輸送時間が短縮したことで冷蔵トレーラー
による集荷が可能となり、単価の高い道外市場へ販路が拡大。



【留萌管内の救急搬送先】

資料：留萌管内消防（R4）

R4年
留萌管内の
救急搬送先

道立羽幌病院
16.2%

その他
26.6%

留萌市立病院
57.2%

救急搬送の
約６割は

留萌市立病院へ

・留萌管内の救急搬送は、約６割を留萌市立病院で対応しているものの、近年、旭川市の第三次
救急医療機関への搬送件数が増加。

・搬送件数が増加するなか、搬送時間の短縮及び短時間での帰署が可能となり、空白時間を最小
限に抑えることに貢献。

・当該道路を含む深川・留萌自動車道の整備により、留萌市の医療施設から第三次救急医療機関
への搬送時間が短縮されるなど、救急搬送の安定性が向上。

111分

76分

69分

脳梗塞
14.5%

くも膜下出血
3.6%

大動脈解離
1.8%

その他
80.0%

３．事業の効果の発現状況
（３）事業効果の確認（救急搬送の安定性向上）
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資料：留萌市立病院データ（R1-R4）

【留萌市立病院から旭川市の
第三次救急医療機関への搬送件数の推移】■留萌市立病院からの転院搬送状況

留萌市立病院

旭川市

札幌市方面

深川・留萌自動車道

幌糠留萌道路

L=13.0㎞

秩父別IC

深川西IC

深川JCT

沼
田
IC

留萌IC

留
萌
大
和
田
IC

留
萌
幌
糠
IC

北
竜
ひ
ま
わ
り
IC

留萌市立病院⇒
深川市・砂川市・滝川市・札幌市

・美唄市への搬送件数
１８件（Ｒ4年度）

38
41

31

55

0

20

40

60

R1 R2 R3 R4

（件）

増加傾向

凡　　　例

一般国道自動車専用道路

高速自動車国道

一般国道

主要道道

開通区間

事業区間

開通区間

転院搬送
ルート

留萌市立病院⇒旭川市
への搬送件数

７５件（Ｒ4年度）

資料：R4年度留萌市立病院データ

【留萌市立病院から旭川市の第三次
救急医療機関への重篤患者搬送割合】

約２割は
重篤患者

幌糠留萌道路
整備前

全線未整備

幌糠留萌道路
整備後

【留萌市立病院から
旭川赤十字病院間の所要時間】

資料：全国道路・街路交通情勢調査
（全線未整備：平成６年度、その他：令和３年度）

42分
短縮

資料：R4年度留萌市立病院データ

R4年度
留萌市立病院
から旭川市の
第三次医療施設
への転院搬送
55件

■地域の声（R5.9留萌消防組合留萌消防署）

・留萌ICの開通後旭川赤十字病院までの搬送時間は10～15分程度、時間が短縮しており、往復で30分程度の時間短縮につながっています。

・より短時間で帰署できるようになったことから、当消防の救急車両３台が重複して出動することになった際も、次の出動に備えられます。

・救急車両の空白時間を最小限に抑えらえることから、救急活動に深川・留萌自動車道が大きく貢献しています。

35分
短縮
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

道の駅 その他
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深川・留萌自動車道

幌糠留萌道路

L=13.0㎞

国道231号
道道増毛稲田線

深川・留萌自動車道

国道233号

道道達布石狩沼田停車場線

道道遠別中川線

国道40号

豊富・幌富バイパス国道40号

道道稚内天塩線

国道239号

増毛町

苫前町

羽幌町

初山別村

遠軽町

天塩町

３．事業の効果の発現状況

・留萌管内に来訪する観光客の約４割は、深川・留萌自動車道を通行。
・留萌ICの開通にあわせ、新規開業した道の駅「るもい」は、深川・留萌自動車道 留萌ICにほぼ
直結していることから、交通結節点として機能。

・当該道路を含む深川・留萌自動車道の整備により、速達性及び定時性の高い周遊ルートが確保
され、留萌管内の主要観光地への入込客数が増加。

（３）事業効果の確認（観光地への利便性向上）

■留萌管内への来訪状況

0.1%
36.2%

9.4%

24.8%

7.0%

0.1%

１.0%

１.5%

4.4%
1.4%

2.5%

留萌管内

留萌市

小平町

【留萌管内観光客の来訪状況】

約４割は深川・留萌
自動車道で来訪

14

令和２年７月 「道の駅るもい」が開業
令和４年４月 「ちゃいるも」（屋内交流・遊戯施

設）がオープン
令和６年９月 「留萌市新交流複合施設整備

基本構想」策定

深川・留萌自動車道の全線開通を契機に
交通結節点として機能
留萌管内の観光が活性化、来訪者数が増加

【「道の駅るもい」の概要】

「道の駅るもい」の機能

凡　　　例

一般国道自動車専用道路

高速自動車国道

一般国道

主要道道

開通区間

事業区間

開通区間

事業区間

留萌管内観光
客の来訪動線
と構成比

資料：留萌開発建設部
留萌管内観光施設アンケート
調査結果（R3.7実施）
N=733

0.0%

■地域の声（R6.11留萌観光連盟職員）

・「道の駅るもい」で出品すれば、これまで見たことがない単位で商品が売れる
ことが、地元の商業者にも理解され、イベントではなく永続的に出店したい、
民間投資を進めたいといった話が出始めるなどの動きが見られます。

・留萌ICがあることが、商品販売環境の前提ではないかと考えており、高規格道
路の整備が、110年前に鉄道が出来た時と同じような効果を、過去とは取り扱
うものが異なるものの、もたらしているのではないかと考えています。

【留萌管内の観光入込客数の推移】

道の駅「おびら鰊番屋」
リニューアルオープン

留萌IC開通

道の駅「るもい」
開駅

全線開通後は
道の駅の入込客数は増加

資料：北海道観光入込客数調査報告書
留萌開発建設部

新型コロナ
ウイルス

感染対策期間

「ちゃいるも」
オープン

留萌IC

てしおてしお

富士見富士見

☆ロマン街道しょさんべつ☆ロマン街道しょさんべつ

ほっと♡はぼろほっと♡はぼろ

風Ｗとままえ風Ｗとままえ

おびら鰊番屋おびら鰊番屋

るもいるもい
令和２年７月開業令和２年７月開業

てしお

富士見

☆ロマン街道しょさんべつ

ほっと♡はぼろ

風Ｗとままえ

おびら鰊番屋

るもい
令和２年７月開業
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３．事業の効果の発現状況

・留萌市は、音楽合宿の街として平成２６年から受け入れを開始し、近年では網走などの道内遠
方や道外からの参加も増加。

・振動や衝撃に対してデリケートな楽器の輸送には、輸送時間が短く、揺れの少ない安定性の高
いルートの確保が必要。

・当該道路を含む深川・留萌自動車道の整備により、速達性及び安定性の高い輸送ルートが確保
され、“音楽合宿のマチ”留萌市への利便性が向上し、経済効果が発現。

（３）事業効果の確認（“音楽合宿のマチ”留萌市への利便性向上）
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【方面別合宿参加人数の推移】

【音楽合宿参加者数と宿泊延べ数】

資料：留萌観光協会

資料：留萌観光協会

コロナの
影響で減少

平成29年以降
は網走・胆振
からも参加

交流人口増加により
経済効果が発現

資料：留萌観光協会

【音楽イベント関連の経済効果の推移】

275

451

275

凡例（参加校振興局）

空知

上川

石狩

網走

231

深川・留萌自動車道が
合宿参加校のアクセスを支援

旭川市の高校では学園祭
で留萌産水産物を販売
地域間交流を創出

旭川市の高校では学園祭
で留萌産水産物を販売
地域間交流を創出

深川・留萌自動車道

幌糠留萌道路

L=13.0㎞

資料：留萌観光協会

上川町
１校

遠軽町
１校 網走市

１校

深川市
１校

滝川市
２校

上富良野町
１校

札幌市
３校

旭川市
５校

■音楽合宿参加校の留萌へのアクセス状況

令和６年７月には岡山県の
私立高校吹奏楽部が参加

道外からは初参加

留萌市文化センター
留萌市スポーツセンター

合宿参加者が留萌の官公庁や
金融機関、医療施設に就職
【合宿参加者の留萌への就職動向】
2014年度卒 官公庁に１名
2017年度卒 官公庁に１名

金融機関に１名
2018年度卒 医療施設に２名
2019年度卒 金融機関に１名
2020年度卒 官公庁に１名
2021年度卒 金融機関に１名

地域の雇用に貢献
人材採用に弾み

計８名

合宿参加者が留萌の官公庁や
金融機関、医療施設に就職
【合宿参加者の留萌への就職動向】
2014年度卒 官公庁に１名
2017年度卒 官公庁に１名

金融機関に１名
2018年度卒 医療施設に２名
2019年度卒 金融機関に１名
2020年度卒 官公庁に１名
2021年度卒 金融機関に１名

地域の雇用に貢献
人材採用に弾み

計８名

■地域の声（R3.9留萌観光協会職員）

・団体の移動時間は、2時間30分が容認される限界だと言われています。留萌市には旭川、空知、遠軽、札幌から
合宿利用者が訪れており、深川・留萌自動車道の開通により、留萌市へのアクセス時間が短縮され、合宿利用
者が増加していることは間違いないと考えています。

・当協会も深川・留萌自動車道の整備による移動時間の短さをアピールしています。

・ドラムセットや、金管楽器・木管楽器は、輸送の際に注意が必要な高級機材であり、深川・留萌自動車道の整
備でストップアンドゴーがなくなり、安心して機材を輸送できています。



（１）計画時との比較

４．費用対効果分析の要因の変化

※計画交通量は、H17再評価時：R12、R06事後評価：R22将来交通量の推計値

Ｈ１７再評価時点
計画時（暫定２車線）

Ｒ６事後評価時点
（暫定２車線）

備考
（計画時からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝１３．０ｋｍ Ｌ＝１３．０ｋｍ

計画交通量 ８，３００台/日
４，０００～

４，３００台/日

・将来交通需要推計の見直し
H17再評価時：H11全国道路・街路交通情勢調査（ﾌﾙﾈｯﾄ）
R06事後評価時：H27全国道路・街路交通情勢調査(事業化ﾈｯﾄ)

・留萌大和田ICの設置
H17再評価時：留萌大和田ICなし
R06事後評価時：留萌大和田ICあり

事業完了年度 平成２７年度 令和元年度
・軟弱地盤対策工の追加、インターチェンジの追加、トンネル掘削パ
ターンの変更・補助工法の追加等による延伸

総事業費 約２８５億円 約４８０億円
・軟弱地盤対策工の追加、インターチェンジの追加、トンネル掘削
パターンの変更・補助工法の追加等による増加

総費用
Ｃ

約２６６億円
（基準年Ｈ１７）

約８７１億円
（基準年R６）

※総費用は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）

総便益
Ｂ

約３６１億円
（基準年Ｈ17）

約８８５億円
（基準年R６）

※走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少による便益を計上
※総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）

費用対効果
Ｂ／Ｃ

１．４ １．０２ ・総費用の増及び交通量の減に伴う総便益の減
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（２）事業の投資効果【試算（地域の特殊性を考慮した場合の便益による参考値）】

４．費用対効果分析の要因の変化

各項目毎の便益額

地域の特殊性
を考慮した便益

（※）

救急医療改善効果 ９．９億円

余裕時間の短縮による効果 ０７４億円

CO2排出削減による効果 ２．１億円

夏期観光期のアクセス向上 ０２８億円

合 計 １１４億円
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※表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値
※便益については、基準年における現在価値後の値



５．今後の事業評価の必要性等

幌糠留萌道路の整備により、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化、地
域間交流の活性化及び重要港湾留萌港への物流効率化等の支援など当初の目的が達成されている
ことから、今後の事後評価及び改善措置の必要性はないものと考える。

なお、今後も利用状況の把握に努めるとともに、利用しやすい道路環境を確保するため、適切
な維持管理に取り組んでいく。

〇今後の事後評価及び改善措置の必要性
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現道の交通状況や地域計画を鑑み、事業計画の修正を行った上で事業を進めることができた。
今後も、事業の実施においては、関係機関とも綿密に連携し、調査分析を進めて行くことが重

要である。
また、事業評価手法の見直しの必要性はないものと考える。

〇同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

目的としている事業の効果が発現しており、費用対効果等の投資効果も確保されていることか
ら、本案を事後評価結果の案としてお諮りいたします。

評価対象区間については、いずれも環境保全目標を満足している。
なお、事業実施中及び事業完了後についても、環境への影響は確認されていない。

〇事業実施による環境の変化


